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第２回 運営指導委員会 
 


１  日  時    令和 4 年 2 月 17 日（木）午後 2 時 00 分から午後 4 時 00 分まで ＊オンライン開催 


２  内  容  （１）開会・挨拶  （２）報告・協議 （３）諸連絡 （４）閉会 


３ 参 加 者  SSH 運営指導委員，県教育委員会，校長，教頭，主幹教諭，SSH 担当等 


４ 記 録（指導助言より） 


【指導・助言】※敬称略 


今村：今年も先生方の努力によって発展し，改善されており，生徒が得られた知識を現場や色々な連携の中


で体系化していて，その形が見えつつある。スーパーサイエンスハイスクールは理系の教育ではあるが，


防災や社会問題は総合的な科学である。本来の科学を思えば自然科学理系に留まる必要がなく，まさに


多賀城高校の取組がその方向だと思う。SSH で尖ったところとは，むしろ人文社会系も含めたものが必


要だということは強調して良い。 


有本：重厚的な取組かつ重層的な取組である。日本の高校では先生方が忙しいけれども，生徒も学習指導，


生徒指導，進路指導といったように指導に関しても重層的である。コンテンツに関しても今後防災投資


とかデータに基づいたものも入ってくるようなので，非常に重層的なレイヤーでもって考えていかない


と太刀打ちできない。 


船崎：非常に丁寧に指導に当たっている。多賀城高校での取組や学びを経てきた生徒の卒業後の活動を高校


側でフォローすると良い。テキストマイニングにより分析しているが，効率的に生徒の取組が展開でき


るようにソフトウェアの利活用を積極的に進め，それらの経験が定着するように取り組んで欲しい。 


矢守：多くの制約がある中で素晴らしい活動振りである。文理融合，自然と社会の両方に目を向けるという


ことは，これからはとでも大事である。気候変動の現象一つとっても，人間とか社会の活動が影響して


いるものである。災害科学科の生徒 1 期生は大学 4 年生になりそろそろ社会に向かう時期なので，5 年


後 10 年後に渡ってフォローすることが大事である。 


後藤：極めて素晴らしい状況にある。この国で今一番不足しているのがエビデンスベースでの思考法である。


判断力が揺らいでいるところなので，そういったところにも向き合って欲しい。また，他者評価を取り


入れて欲しい。学習の評価という 1 つの学問領域があるので，他者評価，相互評価を入れて伸ばして欲


しい。 


安藤：いろいろな取組を進めている。報告書の中の図中に数字を入れるなど，もう少しサイエンス感を出し


てほしい。テキストマイニングをやってあり，今はとにかく使ってみるといったところかと思うが，し


っかりと分析してもらいたい。テキストマイニングは明確に有意差がでてくる訳でもないので，恣意的


に解釈が出るので慎重に行うと良い。伸ばしたい力やカリマネも，高校の教科縦割りの中で，資質能力


ベースで 1 年間どう育てていくかというところだけでも大変だったと思うが，挙げられた資質能力につ


いては，どの授業で責任を持ってどの力を伸ばすといったところまで踏み込んで進めて欲しい。今高校


に求められているものとして STEAM･STEM 教育の観点があるが，次期に向けてのキーワードを整理す


るにあたって多賀城高校は STEM 教育のどのあたりを見据えていくのか。これまで先生方がやってきた


ことのテクノロジーの部分と少し弱みのエンジニアリングの部分を前に進めてもらいたい。触れておい


た方が良いのは，入試情報への対応と，学習の遅れがちな生徒への対応が気になっている。 


髙橋：課題研究での取組により，科学的思考力が育ってきている。課題としてあげられる，新たなものを生


み出していく人材として育っていくかというところは，仮説を立てて解決に向けたときの方法論のとこ


ろで，期待される結果を導く方法であるのかを生徒たちに考えさせる機会をつくって欲しい。そして，


得られた結果を何に活かしていけるのかというところまでの最終的な対話を体験させたい。これらを繰


り返すことで更に質の良い学習になっていく。 


武田：努力に敬意を表する。「伝える」という意識を感想として述べている生徒が多く印象的であるととも


に，テキストマイニングでも「伝える」の項目が新たに出てきたことが特徴的だった。おそらく自分た


ちが震災 10 年で当時の記憶を持つ最後の世代だという意識があると思うし，それはとても大切なこと


だ。災害科学科の SSH の原点にあるものは震災のはずである。震災の経験・体験・出来事・教訓を共有


しようという意識基盤が多賀城高校の生徒や職員間で形成されているのか疑問であり，そのための研修


をやって欲しい。災害科学科をもって震災の起点にあてるのか確認をし，もう一度基盤作りをすること


が大切であり，土台を作る意識作りにもう一段工夫があるとなお良い。 


佐藤：学校設定科目の中で「社会と災害」には地理総合の関連も出てくる。教員の専門性の向上が課題とな


っている状況なので，当方で開発した教員研修用のオンラインコンテンツが役に立つのであれば情報提


供したい。 


清原（県教委）：東日本大震災を含めた自然災害，そしてコロナのような不確定社会を迎えており，ますま


す防災減災の思想が重要になってくる。Ⅰ期目の総まとめの時期に入っているが，多賀城高校としての







強み・課題をシンプルに洗い出すことが必要で，そこには判断するためのデータを含めたエビデンスで


示していくことが必要。評価について研究しているが，生徒の変容は捉えられてきているものの，それ


をどのように深まりに繋げていくかが次期 SSH に繋がるものになる。全校体制で展開しており，そして


卒業生も色々なところに出てきているので活用をさらに進めて欲しい。 


【閉会】 


小野敬（校長）：SSH は毎年試行錯誤しながらも，これまで実践できたことは運営指導委員の皆様のご指導


のお陰だと思い，改めて感謝申し上げる。「震災をどのように教員間で共有し，生徒に還元するか」と


いうところがなかなかできないでいる。先日開催した東日本大震災メモリアル day2021 の中で「震災伝


承」を特に意識し，我々は防災・減災・伝災を今後も継続しなければならないと，全国の高校生たちに


メッセージを投げかけた。SSHⅡ期目に向けて，Society 5.0 意識しながら防災・減災，地震・津波だけ


ではなく，気候変動問題まで視点を広げることで文理融合を図ることができ，学校全体としての取り組


みになるのではないか。職員研修では真剣に楽しみながらワークショップに参加している職員の様子か


ら，以前とは全く違う空気になって頼もしく感じている。指導助言を整理しながら５年次最終年，そし


てⅡ期目に向けて準備する。 





第2回議事録はこちら（クリック）
添付ファイル
本編に掲載できなかった議事録


















